
JST 戦略的創造研究推進事業（CREST）
コロナ対応プロジェクト（CREST コロナ基盤）
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対象（図示）：81
⚫ 学会調査 ：32
⚫ 学会展示 ：34
⚫ 未調査学会：15
【参考】
日本学術会議
協力学術研究団体 ：2,009
➢ 医学・生命科学系：1,405

調査・広報（展示）活動（2016～2019年度）

ROIS-DSにおける「JST プログラムマネージャーの育成・活躍推進プログラム」を活用した研究戦略

馬場 知哉（データサイエンス推進室、研究コーディネーター、特任准教授）

活動概要研究コーディネーター（3名）による研究支援①

馬場は自身の専門分野（ゲノム科学）の知見を活かし、

ゲノムデータ解析支援センター (CGI) を中心とした研究支援の活動

➢ 研究支援のニーズの発掘：学会等での調査・広報（展示）

➢ どのような問い合わせにも真摯に対応

➢ 研究者、ROIS-DS関係者との密なコミュニケーション

③

② データサイエンスによる社会課題解決への取り組み（コロナ対応）
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④

研究者26名／13研究機関
（海外：6名／3研究機関）

⚫ 前田忠彦
⚫ 村上大輔
⚫ 馬場知哉
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ポストコロナ社会の技術基盤【総合知】
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【超高感度ウイルス計測に基づく感染症対策データ基盤】
研究代表者：有田正則
情報・システム研究機構
国立遺伝学研究所

インキュベーション機能の強化

【概要】 ROIS-DSが発足し８年が経過。ROISで初めての試みとなった研究コーディネーターによる研究支援の現状と今後の研究戦略の一例。
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⑤2020年2月～ コロナ対応 ④調査・広報（展示）活動 ②

CREST: 108
DSWS: 75
その他: 72
JST PM: 62
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【2023年度】
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JST（科学技術振興機構）
プログラムマネージャーの育成・推進プログラム
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第１ステージ
（20名／1年）

研究開発
プログラムの構想

第２ステージ
（7名／2年）

プログラム構想の
FS・調査研究
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第１ステージ：184名／111法人
第１期生（2015年度）～第９期生（2023年度）

上位 法人 受講者数

1 国立研究開発法人 12

2

国立研究開発法人 7

民間企業 7

民間企業 7

5

国立大学法人 5

国立大学法人 5

民間企業 5

8 国立大学法人 4

9
大学共同利用機関法人 3

民間企業 3

10 情報・システム研究機構 2

第２ステージ（2024年度～2025年度）
馬場知哉（第8期生）

【オープンデータによる感染症対策と社会活動の両立設計】
CREST コロナ基盤をベースにした産官学民による協働体制

研究マネジメント
の多様化

（インキュベーション）

データ解析: 298

④-1. 国際シンポジウムの企画

④-2. 国際誌・特集号の企画

④-3. 研究プロジェクト
の立ち上げ

④-4. 国際シンポジウムの企画

④-5. 国際誌・特集号の企画
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